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大規模診療情報データベースの研究利用が普及しつつあるが、データベースには検査値等の詳細な臨床データが
集積されないことが多く、情報の妥当性も懸念されている。本研究では、国立病院機構において既存の DPC デ
ータに SS-MIX2 規格を用いて検査値データを追加した。施設のカルテとの比較により妥当性を検証した上で、
その応用可能性について検討した。DPC の病名データは感度は低かったが特異度は高かった。DPC の処置デ
ータおよび SS-MIX2 の検査値データはカルテ情報を正確に反映していた。データベース上での重症敗血症およ
び播種性血管内凝固の特定について、検査値を基準として処置情報を用いた方法と病名を用いた方法を比較した
ところ、前者が高い感度を示した。新たに検査値を加えたデータベースの妥当性と応用可能性が示され、今後の
データベース拡大に伴いより高いレベルの研究利用が期待される。
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